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第３章 緑の基本計画 
１ 緑の基本計画の構成 
「川崎市緑の基本計画」では、本 づけます。 
また、計画を支える基本的な視点、計画の推進により描く将来像、そして将来像の実現のために必要となる基本方針を定め、３つの基本施策、１４のプロジェクトを設定し、具体的な施策を展開していきます。 

■計画の基本的な考え方 

■施策展開の構成 

基本的な視点 将来像 

緑の協働の 
仕組みの充実 

緑の空間の保全・ 
持続による健全な
環境づくりの推進 

緑を守り・育み 
質の向上を図る 

「多
様
な
緑
が
市
民
を
つ
な
ぐ

地
球
環
境
都
市
か
わ
さ
き
へ
」

○さまざまな主体が、幅広い世代にわたって緑を守り育むために協
働し、持続的な活動を行うことにより、多様な緑が支えられ、地
域の底力となっている。 

○川崎を特徴づけるつながりのある緑が育まれ、生物多様性の保全
や地球温暖化対策など地球環境に配慮した取組が行われている。 

○地域の核となる永続性のある緑が保全・創出・育成されることに

されている。 
○地域特性に配慮した緑と水のネットワーク形成が充実すること
により、身近な生活空間に四季の移ろいが実感でき、安らぎの感
じられる緑豊かなまちになっている。 

○緑の空間が、多様な主体により効果的に活用され、地域コミュニ
ティの強化やまちの賑わい創出に寄与するなど、緑によりまちの
価値が高まっている。 

○基本方針１ 
多様な主体の参画による 
持続可能な協働の仕組みの発展 
○基本方針２ 
つながりのあるみどり軸による 
ふるさと景観の継承と自然環境との共生 
○基本方針３ 
多様な機能を備えたみどり拠点による 
活き活きとした都市の形成 
○基本方針４ 
身近な緑の創出と育成による 
緑と水のネットワークの充実 
○基本方針５ 
質の高い緑ある暮らしを実現する 
グリーンコミュニティの形成 

みどり 

拠点 

緑と水の

ﾈｯﾄﾜｰｸ

協働 

グリーン 

コミュニティ

みどり 

軸 

基本理念 基本方針 

基本施策 プロジェクト 

プロジェクトを 

支える実施施策 

Ⅰ 緑のパートナーづくり

Ⅱ 緑の空間づくり

Ⅲ グリーンコミュニティづくり

これまでの協働の取組により全市的に緑のパートナーが広がってきたことを踏まえ、協
働プログラムの更なる推進と参画する緑のパートナーの育成・支援を核としながら、緑
を通じた次世代のパートナーの核となる子どもたちの健全な成育と、パートナーの活動
を支える情報発信を推進する 

生物多様性の保全や地球温暖化対策などに資する多様な緑について、川崎市の緑の骨格
を形成する多摩丘陵軸・多摩川崖線軸・多摩川軸といった「みどり軸」、多面的な機能を
有する公園や農地などの「みどり拠点」、軸と拠点をつなぐ「ネットワーク」を保全、創
出及び育成する 

これまでに育まれてきた地域の多様な主体の協働のもと、緑を、「自然環境」「歴史・文
化」「都市の魅力と活力」「防災」「少子高齢化への対応」の５つの視点で活用することに
より、緑を取り巻く多様な主体の参画を生み、地域財産としての緑の価値を高め、地域
の誇りの醸成、さらには賑わいのあるまちへの発展を目指す 

⑤多摩丘陵軸・多摩川崖線軸のつながりと身近な緑の保全・回復・育成プロジェクト
⑥多摩川の魅力向上と資源の活用プロジェクト 
⑦防災減災機能を備えた公園づくりプロジェクト 
⑧公園の整備・管理による多様な機能発揮プロジェクト 
⑨農地の保全・活用と「農」とのふれあいの推進プロジェクト 
⑩緑と水をつなげるエコロジカルネットワーク形成プロジェクト

①多様な主体と連携する協働プログラム推進プロジェクト 
②緑を支える人材の育成・支援プロジェクト 
③緑を大切にする心を育む「緑育」プロジェクト 
④多様な主体をつなぐ情報発信プロジェクト 

⑪緑による地域コミュニティ形成プロジェクト 
⑫活力ある緑のまちづくりプロジェクト 
⑬広域的な緑の魅力向上プロジェクト 
⑭「臨海のもり」づくり推進プロジェクト 
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図 3-3 緑の将来像図
（地形図出典：地理院地図（国土地理院）） 

からの展望を示したものです。なお、グリーンコミュニティの展開
については、市全体に広がっていくことをイメージしており、図で
示した位置はその一例です。また、グリーンコミュニティは、緑を
守り、育て、活用していくさまざまな人々が協働するプラットフォ
ームを示すものです。 




















